
最新 CTS バイオディーゼル・プロセッサーの特徴、ご紹介

1 世紀以上にわたって使用されてきた時代遅れのタンク技術に基づいてバイオ

ディーゼル生産設備（バイオディーゼル・プロセッサー）を製造する通常のバ

イオディーゼル製造方式・装置とは異なり、高周波磁気インパルスキャビテー

ション原理を使用し達成しています。

最新 CTS バイオディーゼル（BDF)製造装置

は、下記の様な①原料混合器（Mixer）,

②キャビテーション反応器

（Cavitation-Reactor）,③BDF グリセリ

ン・分離器（Separator）及び④自動化制

御装置盤（FANUC/SIEMENS,含むソフトウエ

ア―）の４コンポーネントが提供されます。

その他、顧客側で別と必要な容量のタン

ク・槽類（原料油,メタノール、触媒、BDF

製品、グリセリン）をご用意頂きます。

本バイオディーゼル製造装置の重要な幾つかのかの特徴、及び利点は：

・原油の品質に対する要求度が低い

高周波磁気インパルスキャビテーションリアクターは、原料廃食油、或いは原

料生油と精製油、及びあらゆる種類の植物油との脂肪混合物で正常かつ着実に

機能します。この幅広い油（ヒマワリ油、菜種油、亜麻仁油、パーム油、マス

タード油など）は、ほぼすべての酸価値（8以内）,水分（0.5％以内）、そして

固形物が含まないなら、そのままの状態で,燃料規格に合致するバイオディーゼ

ル燃料生産に使用できます。同様に家畜（ラード、牛脂）や家禽の加工工場か

らの廃棄物油脂類を（液状なら）同様に即使用することもできます。これら動

植物油オイル（油脂）類を切り替え、変更する際に、機器の運転条件等を調整

する必要は全くありません。



・反応手順は 「ワンパス」で全て完了です

時代遅れの「タンク」技術とは異なり、磁気インパルスキャビテーション技術

では再エステル交換反応は一切必要ありません（１-Pass 反応方式）。この技術

革新により、バイオディーゼル製品油の取得にかかる時間が 8〜10 分の 1に大

幅に短縮されることを意味します。

・精製、洗浄、乾燥処理工程は一切不要です

従来の技術を使用する場合、適切な品質のバイオディーゼル燃料をすぐに入手

することはできません。したがって、洗浄剤（例、ソルビン酸塩）を使用した

洗浄または精製を含む不純物除去のプロセスが必要です。これには、一次バイ

オディーゼル製品の洗浄用の追加の機器（通常、この目的のために水とアルコ

ールの混合物が使用されます）と、（真空）乾燥用の追加のユニットが必要で

す。キャビテーション・バイオディーゼル製造法を使用する場合、完成品を洗

浄、または乾燥する不要の為、廃水、洗浄剤（例、イオン交換樹脂）の利用プ

ロセスが不要です。 高周波磁気インパルスキャビテーション法により、最小限

のアルコール量と触媒量で反応が高速に完結する為、通常不可欠なアルコール

回収（或いは洗浄除去）プロセスは省略できます。従来の「タンク」反応技術

の主な問題の 1つは、反応器に余剰メタノールを追加し、その結果として余剰

メタノールを回収する必要があることです。これには追加の機器が必要であり、

電力を浪費します。キャビテーション技術では、反応に使用されるアルコール

量は、化学量論的組成量、つまり正確な最小量で充分です。メタノール回収の

ための高価で危険な機器と使用は、バイオディーゼル製造プロセスから、完全

に除外されます。加えて、回収操作中の避けられないアルコール損失も排除さ

れ、製造装置周りの環境条件と防爆特性が向上します。

・最小エネルギー消費量です

従来のバイオディーゼル生産方法は、油を 55〜70°

C に加熱する反応条件で実施されています。これに

はかなりの電力コストがかかります。さらに、メタ

ノール回収プロセス（従来の技術を使用して反応を

実行する場合に必要）、及び（真空）脱水（蒸留）

により、かなりの電力消費が発生します。キャビテ

ーション処理を使用すると、上記のすべての段階が不要な省エネ仕様となりま

す。つまり、使用する電力が 5〜7分の 1になります。

・低温(室温）反応です

高周波磁気インパルス・キャビテーションでは、処理はキャビテーション反応

炉内で分子レベルで行われます。すべての分子コンポーネント組成は、磁気指

向のキャビテーション・パルスに曝さらされます。脂肪酸分子（の一部）は、

微小爆発（Micro-Explosion）効果に誘発され分割・分解もされます。これによ

り、粘度が低下し、セタン価が上昇し、バイオディーゼル燃料のエネルギー仕

様（粘度低下、セタン価向上）が改善され向上します。更に、これらの反応は



室温下（30℃）で行われ、原料油を加熱する必要がないことにも注目する必要

があります。

・モジュール全体は最小寸法です

当社の自動モジュールは、同様の容量の従来の機器よりも 5〜10 倍少ない省床

面積を占めます（毎時 1000L の装置で、4㎡）。

・ご提供の基本モデルは 3種類ですが、更に拡張性はほゞ無限大です。

必要な設備能力により、下記の 3（大中小）自動化モデルから選択できます。

尚、更に大規模化が必要なら、並列設置により、設備は自由に拡張可能です。

写真は,毎時 1000L〜6000L の並列多数設置・構成例（添付テーブルの様に、最

大構成は毎時 16,000L 程度迄)

・ BDF 反応例(ひまわり、動物油）です

反応例と写真添付です（左:ひまわり、右：動物油脂）



・ BDF 分析データ例です

下記に BDF 分析例の一部を添付します



・顧客納入例

別と添付例（写真、納入実績の一部）を参照下さい

・標準納期は 6ヶ月です

標準的な納期は 6ヶ月程度を想定しています（製造 4ヶ月、輸送 2ヶ月）

但し、装置規模により納期前後します。

お問い合わせ先：合同会社バイオ燃料

https://www.biofuels.co.jp/page70-1.html

https://www.biofuels.co.jp/page40-3.html
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